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専門的に面白さを深めるアマチュアの人生と生涯音楽学習 
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１．遍在するアマチュア音楽家たち 

 
文化人類学者のルース・フィネガンは 1980 年代前半にイギリスの新興都市ミルトン・キーンズでフィ

ールドワークを行い、この町のアマチュア音楽活動を網羅的に調べた（Finnegan 2007 [1989]）。アマチ
ュアはプロに比べれば「隠れた」存在であるが、丁寧な観察を行うとその豊かな生態系が見えてくる。フ

ィネガンが描いたアマチュア音楽活動は、ジャンルでいえばオーケストラ、吹奏楽、フォーク、ミュージ

カル、ジャズ、カントリー、ロック、ポップスといった多岐に及び、活動場所も家庭、学校、教会、クラ

ブやパブ、文化センターなど様々だった。 
同じように日本においてもアマチュア音楽活動は盛んに行われているが、本稿では遍在するアマチュア

音楽家たちにとって「アマチュアであり続ける意味とは何か」という問題について考えてみたい。たとえ

プロではなくとも、生涯にわたって音楽活動に参加し続けることにはどんな意味があるのだろうか。 
 
 
２．専門的に楽しむ存在としてのアマチュア 

 
手がかりとなるのは余暇研究における「シリアスレジャー」（serious leisure）という概念である。シリ

アスレジャーはすでに杉山（2019）や歌川（2020）によって紹介されているが、いまいちど提唱者ロバー
ト・ステビンスの定義を引くと、シリアスレジャーとは「アマチュア、趣味人、ボランティアの中核的な

活動を組織立てて追求することであり、彼・彼女らにとって大変価値があり、面白く、充足をもたらすも

のであるため、典型的な場合として、専門的な技能、知識、経験を組み合わせて習得し、発揮するレジャ

ーキャリアを歩み始めるもの」（Stebbins 2015: 5）である。ステビンスは音楽からスポーツまで様々な分
野のアマチュアを調査することで、その活動が単なる遊びや気晴らしではなく「真剣な」（serious）もの
であることに注目し、この定義をつくりあげた。 
シリアスレジャーという概念から分かるのは、アマチュア音楽活動は「音楽活動を継続し、経験を蓄積

することで得られる専門性を用いて音楽を楽しむこと」だという点である。例えば、気晴らしとしてのカ

ラオケは誰にでもできるし、何度歌おうと経験の蓄積は少なく、同じ歌を同じように楽しみ続ける。これ

はシリアスレジャーというよりもカジュアルな音楽体験である。 
しかし、いざ目標を定めて一人カラオケで練習に励んだり、ボイストレーニングを受講したりするよう

になると、カラオケはシリアスレジャーとなる。おそらく、そうしたカラオケは「誰でもすぐに同じよう

に歌える」というものではなくなっていくだろう。そこでの歌う楽しみは、継続的な努力によって初めて

可能になるものである。 
アマチュアはいかんせんプロと比較されやすく、「非専門家」とラベリングされがちである。特にクラ
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シック音楽の場合は音楽大学や音楽院による専門教育が確立されているため、そうした学歴を持たない

人々は音楽の専門性を持っていないかのように見えてしまう。だが、実際のところ、一般公衆と比べれば

アマチュア音楽家は音楽の専門性を多分に身につけているのである。音楽経験の乏しい人にとっては「楽

譜が読めること」ですら「すごい」ことであるのはその証左と言えよう。 
 
 
３．面白さを深めるアマチュア音楽家人生 

 
このようにアマチュア音楽活動をシリアスレジャーと捉えると、アマチュアはアマチュアであり続ける

ことによって、自分にとっての音楽の面白さを深めていくものと考えられる。愛好家がわざわざ余暇時間

を捻出し費用を持ちだしてまで音楽活動をするのは、自分にとって楽しいから・面白いからに他ならない。

ある意味でそれは自己満足に浸ることである。 
一方で、自己満足の内容は、活動を継続し音楽という専門領域の奥深さに出会うなかで更新されていく。

音楽を始めたばかりの頃と同じ面白さしか味わっていないアマチュアはそうそういないだろう。アマチュ

ア音楽活動は「発展性のある自己満足」の活動なのである。逆に、そうした面白さを深められなければ、

好きだったはずの音楽活動に飽きて中断してしまうこともあるかもしれない。 
 
 
４．アマチュアオーケストラ団員の場合 

 
こうした「専門的に面白さを深めるアマチュア音楽家人生」の実態を捉えるために、筆者は以前、アマ

チュアオーケストラ団員の方々に協力を得てライフヒストリーの聞き取り調査を行った（杉山ほか 2018）。
これは余暇研究と学習科学の学際的な研究であり、アマチュアオーケストラ活動をシリアスレジャーと捉

えたうえで、オーケストラ活動における「面白さ」の深まりを、学習科学のいう「興味」 Järvelä and （

）2018ほか（杉山については詳細の研究らかにしたものである。明いて用を概念）というRenninger 2014
ここでは一つの事例を紹介しよう。、を参照されたいが  

オーケストラ団員の語りのなかで典型的に見られたものが、かつては「上達すること」に興味をもち、

またそれに囚われていたというものである。例えば、トランペット奏者であるインタビュイーAは、高校
で吹奏楽部に所属した後、大学で学生オーケストラ、卒業後は複数大学の OB・OG が参加する市民オー
ケストラで活動している。彼女は学生オーケストラ時代の活動を次のように回想していた。 
 
大学オケ時代は音楽を演奏するにあたって「こうあるべき」みたいな、「もっとこうしなきゃ」とか

「ああしなきゃ」みたいな、すごく狭い世界で演奏してたなって、いま思うと振り返っているんです。

すごく枠が決まったなかで一生懸命上達しようとしていたみたいな。「先輩がこうだからこうしなき

ゃ」とか。自由じゃなく、いっぱいっぱいになっていたなっていうのが今思うと。ただ別に楽しくな

かったんじゃなくて、楽しくやっていたはずなんですけど、途中でやっぱり音楽を楽しむってことを

忘れて、毎日のルーティーンのなかで、「これはやりきらなきゃいけないこと」みたいな。 
 
そのようにして上達に囚われていたインタビュイーA は、「卒業したらオケはやらないなって思ってた
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んですよ。完全に。もう結構疲れ切ってもいて。その時点で 4年間やって、もうこれいいなと思って、も
うやらないなと思っていた」というが、しかし実際にはその後もオーケストラ活動を続けている。 
そのきっかけとなったのは、大学 4年生の時に、現在所属している市民オーケストラにエキストラとし

て参加したことだったという。社会人で構成される市民オーケストラの活動はインタビュイーAに鮮烈な
印象を残した。 
 
練習の時に、金管なんで最後列にいて、前列が木管じゃないですか。当時その木管陣がかなり優秀な

人たちが揃ってて。学生オケと違う空気で社会人オケだから。なんていうか、一回一回の練習にすご

い集中してるなっていうのが分かって。さらに、すごい楽しそうだったんですよね。生き生きしてて。

学生オケって週 3日オケがあって、それ以外の日もみんな個人練とかセクション練とかしてて、4、5
ヶ月ぐらいかけて 1曲をしあげるみたいな。結構長期戦じゃないですか。毎日毎日練習があって、み
たいな。その中で社会人オケって土日のどっちかしか使えなくて、しかもかなり短期間で仕上げてい

くから、1回 1回みんなすごく楽しむし、すごく集中してるし、空気が全然違ったんですよ。「音楽づ
くりをしてる！」みたいな、生き生き感があって。それに楽譜上休んでる時に、「はっ」急に感銘を

受けて。「社会人ってすごい」みたいな。仕事で毎日平日すさまじく忙しいのに、その土日にこの活

力をもってみんな参加してるってすごいなって思って。やっぱオーケストラってすごいなって。だか

ら音楽っていうよりはオーケストラってすごいなっていうのが。個人で家で吹いてるんじゃなくて、

みんなで集まってオーケストラで演奏するっていうことのすごさっていうか、その力ってすごいなっ

て思って。「あっ卒業しても続けたいな」ってその時初めて思って。 
 
このように市民オーケストラに移籍し、学生オーケストラと市民オーケストラの差異を比較することで、

インタビュイーAは「一生懸命上達すること」から「みんなで集まって演奏すること」へと興味を深めて
いた。もちろんそれまでもオーケストラに参加し、日々合奏を行ってきたはずだが、こうした経験を通し

て他者と共に音楽することの面白さを改めて認識したのである。 
インタビュイーAのように楽団を移籍することで新たな興味を深めた事例は他にも存在した。またそれ

以外にも、既存の所属楽団のなかで熱心な仲間に出会ったり、セクションリーダーなどの役職についたり

したことや、既存の楽団に所属しつつも外部で個人教師についたことがきっかけとなっていた場合もあっ

た。こうした経験を通して、アマチュアオーケストラ団員は自分にとっての音楽の面白さを生涯にわたっ

て深めていくのである。 
 
 
５．アマチュア音楽活動に織り込まれた生涯音楽学習 

 
筆者は本稿の冒頭において、アマチュア音楽家たちにとって「アマチュアであり続ける意味とは何か」

「たとえプロではなくとも、生涯にわたって音楽活動に参加し続けることにはどんな意味があるのだろう

か」という問題を提示した。シリアスレジャーの観点に立てば、その答えは「音楽という専門領域の深み

へ潜り、音楽の新しい面白さに出会い続けられること」ではないかと考えられる。アマチュア音楽家は一

般公衆と異なり、あえて音楽の専門領域に参加しそれを人生の一部として楽しんでいる。その意味ではプ

ロと同じ存在と言えよう。「プロとアマチュアの境界線」よりも「アマチュアと一般公衆の境界線」の方
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が厳然と存在しているかもしれない。 
こうしたアマチュア音楽家たちは文化行政や生涯教育の理念を実現するために活動しているのではな

い。ましてや「生涯音楽学習をやっている」と思ってもいないだろう（萩原 2016: 83）。生涯音楽学習に
関する議論では、理念に基づく「主体性を獲得せねばならない」「単なる暇つぶしやストレス解消に終わ

ってはならない」といった規範的主張がなされることがある（丸林 1999: 30，44）。もちろん「結果とし
て」理念に適う音楽活動が行われたり、アマチュアが理念に「協力」したりすることはあるかもしれない

が、だからといって理念にそぐわないアマチュア音楽活動が「指導」されねばならぬ道理はない（杉江 
2009: 254-255 も参照のこと）。 
しかし、文化行政や生涯教育の理念に従わないからといって、アマチュア音楽活動に発展性がないわけ

ではない。本稿で見てきたように、アマチュア音楽家にとって音楽を学ぶ意味は、あくまで自分が音楽活

動を楽しめるようになること、音楽の面白さを深めていくところにある。生涯音楽学習はアマチュア音楽

家の人生の中で意味をもつのである。 
もちろん、教室や講座に参加し指導を受けることで学ぶ場合もある。実際、筆者の研究でもオーケスト

ラ外の個人指導をきっかけに興味を深めた事例もあった。その一方で、所属するコミュニティの変化をき

っかけに興味を深めることもまた生涯音楽学習である。この場合、学びを可能にするのはアマチュアたち

の楽団を越えた移動を可能にするつながりである。誰かの教育的意図が介在することなく、アマチュアた

ちのつくる社会的世界そのものが学びを促すと言える。 
アマチュア音楽家の人生や社会は、文化行政や生涯教育の理念、音楽教師による指導のあずかり知らぬ

ところで広大に展開している。それらを支え盛り立てることも、ひとつの生涯音楽学習支援のあり方であ

る。 
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